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計画の目指す姿と全体像 
 

 

 

 

 

超高齢・人口減少社会の到来に伴い、自助、互助、共助、公助を担う全ての人がそれぞれ

の役割を果たすことが重要です。 

特に、重度な要介護状態になっても、障がいがあっても、誰も排除されることなく、「見守

り、見守られ、支え合う地域」が形成されるためには、地域が、地域で、地域住民をケアす

るという社会づくりの精神が一層求められます。 

こうしたことから、本計画では、目指す将来像を「誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮

らしを人生の最期まで続けることができる地域包括ケア社会」とします。 

 

  

将来像 

１ 将来像  

第３章 
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計画の目指す姿と全体像 第３章 

 

 

 

 

 

本市が障がい者を対象に行ったアンケート調査では、「地域の障がい者に対する理解がある

か」について、「理解がある」が前回調査よりやや上昇したものの、半数以上が「理解不足」

と回答しています。障がいに対する理解を深めることは、障がい者福祉の根幹となる基本理

念であるとともに、国からは、障がい者の自己決定の尊重や地域共生社会の実現等が新たな

理念として示されています。 

こうした点を踏まえ、本計画では次の３つを基本理念とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 基本理念  

 

障がいを身近なものとして理解できるまちづくり 

誰もが障がいを自分自身のこととして理解しようという考え

方であり、障がい者が疎外されないまちづくりを目指します。 

基本理念１ 

 

障がい者が自らの意思で暮らし方を決定できる 
まちづくり 
障がい者が、自分の暮らし方を自分自身で決定しようという

考え方であり、障がい者の主体性が尊重されるまちづくりを目

指します。 
 

基本理念２ 

 

誰もが共に生きる地域の一員であることを理解 
できるまちづくり 
障がいのある人もない人も、地域で共に生活することが当た

り前という考え方であり、お互いに支え合うまちづくりを目指

します。 

基本理念３ 
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計画の目指す姿と全体像 
 

 

 

 

 

本計画は、基本理念として掲げた「障がいを身近なものとして理解できるまちづくり」、「障

がい者が自らの意思で暮らし方を決定できるまちづくり」、「誰もが共に生きる地域の一員で

あることを理解できるまちづくり」を具現化するため、次の３つの基本目標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

３ 基本目標  

<基本目標１> 
 全ての人が分け隔てられることのないまち 

 

障がいを身近なものとして理解できるまちづくり 

基本理念１ 

<基本目標２> 
 自分らしく生きることができるまち 

 

障がい者が自らの意思で暮らし方を決定できる 
まちづくり 

基本理念２ 

<基本目標３> 
 地域で支え合う共生のまち 

 

誰もが共に生きる地域の一員であることを理解できる 
まちづくり 

基本理念３ 



 42

計画の目指す姿と全体像 第３章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

４ 計画の体系  

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を 

人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
社
会 

基本理念１ 
障がいを身近なも
のとして理解でき
るまちづくり 

基本目標１ 
全ての人が分け隔てら
れることのないまち 

将来像 基本理念 基本目標 

基本理念２ 
障がい者が自らの
意思で暮らし方を
決定できるまちづ
くり 

基本理念３ 
誰もが共に生きる
地域の一員である
ことを理解できる
まちづくり 

基本目標２ 
自分らしく生きること
ができるまち 

基本目標３ 
地域で支え合う共生の
まち 
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計画の目指す姿と全体像 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策の方向 

11 地域における人材等の創
出と活用 

障がい・障がい者への理解が深ま
り、差別が解消され、誰もが尊重さ
れている。 

10 地域をつなぐネットワ
ークの構築 

９ 災害時支援体制の強化 

５ 多様な就労支援 

１ 障がい者理解の促進 

２ 権利擁護の推進 

３ 相談支援体制の充実 

４ 一貫した療育支援体制
の確立 

６ 社会参加の促進 

７ 日常生活を支えるサー
ビスの充実 

８ 健康・医療の充実 

全ての障がい者の人権が尊重さ
れ、自分らしい生活を送ることがで
きる。  

困ったときには、身近な場所で気
軽に相談することができる体制が整
っている。 

地域で切れ目のない一貫した療育
支援が受けられている。 

一人一人に合った就労支援によ
り、多様な働き方ができている。 

地域や社会の様々な活動に参加し
やすい環境が整っている。 

住み慣れた地域で、安心して生活
できるサービスが整っている。 

障がいの原因となる疾病や重度化
の予防が図られている。 

災害時に必要な避難等の支援が受
けられている。 

支援が必要な人を早期に発見し、
適切な支援が図られるネットワーク
がある。 

地域ぐるみの様々な生活支援が活
発に行われ、身近な支援者が増えて
いる。 

達成された姿 

（2025 年） 
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